
































国　名 建国時期 承認時期 関係樹立
モーリタニア・イスラム共和国 1960.11.28 n.a. 1965. 7.19
イエメン民主人民共和国 1967.11.30 1967.11.30 1968. 1.31
カナダ 1970.10.13




ナイジェリア連邦共和国 1960.10. 1 1960. 9.30 1971. 2.10
クウェート国 1961. 6.19 1961. 6.29 1971. 3.22
カメルーン連邦共和国 1960. 1. 1 1960. 1. 1 1971. 3.26





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































６） Melvin Gurtov, “The Foreign Ministry and Foreign Affairs during the Cultural 
Revolution”, China Quarterly No. 40 (October-December 1969), pp.65‒102; 
Barbara Barnouin and Yu Changgen, Chinese Foreign Policy during the Cultural 
Revolution (London and New York: Kegan Paul International, 1998); Xiaohong Liu, 
Chinese Ambassadors: The Rise of Diplomatic Professionalism since 1949 (Seattle 

























































































カナダ側にも Paul M. Evans and B. Michael Frolic eds., Reluctant Adversaries: 
Canada and the People’s Republic of China, 1949–1970 (Toronto: University of 
Toronto Press, 1991) ほかがある。カナダの研究状況を紹介して下さった櫻田
大造・関西学院大学教授に感謝する。
36） 兪孟嘉、前掲論文、196頁。
37） 『外交史３』、172‒173頁。
38） 『外交史２』、405‒408頁。『外交史３』、317‒320頁。通訳による回想がある。
蔡方柏『従戴高楽到薩科斉』（上海辞書出版社、2007）、41‒54頁。
39） 『外交史３』、427‒428頁。林平『当代中国使節外交生涯　第三輯』（世界
知識出版社）、81‒98頁。黄志良『中拉建交紀実』（上海辞書出版社、2007）。
40） カナダ参事官から二代目チリ大使に着任した徐中夫の回顧は、アジェンデ
政権崩壊時について触れている。『当代中国使節外交生涯　第四輯』（世界知
識出版社）。
41） 以下、『外交史３』、173頁。『新中国外交50年　中』、692‒693頁。
 42）『外交史３』、163頁。張志祥「中国科威特建交的坎坷歴程」、安恵侯他
主編『絲路新韵　親中国和阿拉伯国家50年外交歴程』（世界知識出版社、
2006年）所収、71‒78頁。
43） 『外交史２』、144頁。この時期の外交文書としては、「中国とクウェート
との国交樹立問題」（1963年３月15日～６月18日）、「クウェートと台湾の国
交樹立のこと」（1963年11月21日～30日）などが存在するようだが、未見
である。ほかにも折々の情勢報告が存在するようである。
44） 秦、前掲論文、19‒23頁。
45） 『外交史３』、173頁。1960年に、王雨田駐スーダン大使が訪問し、皇帝と
面会しているが、成果は得られなかったようである。
46） 施暁慧「兪沛文出使埃塞俄比亜」『当代中国使節外交生涯　第六輯』（世界
知識出版社）、131頁。
47） 施暁慧、同上書、129‒150頁。ただし、アグレマンが出るまで２カ月を要
した。浦野が指摘するように、スーダン大使の在任中に、ソマリアの反政府
ゲリラと接触があったことが知られており、また反政府活動に従事するので
はないかと疑念を抱かれたことが作用したのかもしれない。浦野、前掲書、
135頁。
48） 浦野、同上、356‒357頁。
49） 『外交史３』、327頁。
50） 『外交史２』、408‒410頁、『外交史３』、331頁および『新中国外交50年　中』、
1152‒1154頁を参照。
